
交通アクセス
●京都市営地下鉄烏丸線、「くいな橋」駅下車、徒歩約10分
●ＪＲ奈良線「稲荷」駅下車、徒歩約８分
●京阪「深草」駅下車、徒歩約３分
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

学びの空間が大学を変える

山内　祐平 氏　　土山　惣一郎 氏　　村岡　　倫 氏

長谷川　岳史（龍谷大学 大学教育開発センター長・経営学部准教授）コーディネーター

この100年、大学の学習空間にはほとんど変化がなかった。社会から高度な専門性を持つ自律的人材の育成が要請されている
現在、大学の学習空間はどうあるべきなのだろうか。能動的学習を支援する新しい形の教室「アクティブラーニングスタジ
オ」、図書館を情報を活用した学びの場に変える「ラーニングコモンズ」、対話によって大学を社会に開く「コミュニケー
ションスペース」の動向を通じて、学習空間から今後の大学像を考える。

山内　祐平 氏（東京大学大学院情報学環准教授）

参加申込方法
参加をご希望の方は、FAX又はメールで

氏名、所属、電話番号、メールアドレスを記入して

12月21日（水）までに
お申し込みください。

　いま、大学は、高度な専門性を有した自
律的な人材育成と教育の「質」の保証を求
められている。その一方で、大衆化にとも
なう学生の多様化に拍車がかかり、学力や
コミュニケーション力の低下、就職状況の
悪化など、大学は深刻な問題を抱えなが
ら、ラーニングコモンズやライティングセ
ンターなど、新たな支援環境の整備や教育
改善といった対処に追われている。
　様々な環境の変化に対応しつつ、高等教
育機関が発展していくためには、本当は何
が必要なのであろうか。
　今回のフォーラムでは、「学びのコミュ
ニティーをデザインする」というテーマの
もと、学びの「空間」設計とそこに描かれ
るコミュニティーが大学教育にどのような
影響を与えるのか、これからの大学のある
べき姿について考える。

大学に求められる「場」とは
　　　～学生達の意識の変化から～

学生の学修支援環境について
土山　惣一郎 氏（株式会社類設計室 取締役・大阪設計室長）

村岡　倫 氏（龍谷大学 学生部長・文学部教授）
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主催　龍谷大学 大学教育開発センター
龍谷大学 大学教育開発センター
〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町67 
TEL（075）-645-2163　FAX （075）-645-2190
E-mail  fd-ryukoku@ad.ryukoku.ac.jp

お問い合せ

後援　公益財団法人大学コンソーシアム京都
　　　全国私立大学FD連携フォーラム
協賛　関西地区FD連絡協議会

学びの
コミュニティーを
デザインする

第7回第7回
龍谷大学FDフォーラム2011龍谷大学FDフォーラム2011

参加費
無料
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学びの空間が大学を変える

1967年生まれ。東京大学大学院情報学環准教授。大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程修了後、大阪大学助手・茨城大学人文学
部助教授を経て、現職。博士(人間科学)。専門は教育工学・学習環境デザイン論。空間・活動・共同体・人工物の観点から情報化社会におけ
る学習環境のデザインについて研究を進めている。情報学環・福武ホールの場のデザインに対して2008年度グッドデザイン賞を受賞。

この100年、大学の学習空間にはほとんど変化がなかった。社会から高度な専門性を持つ自律的人材
の育成が要請されている現在、大学の学習空間はどうあるべきなのだろうか。能動的学習を支援する
新しい形の教室「アクティブラーニングスタジオ」、図書館を情報を活用した学びの場に変える
「ラーニングコモンズ」、対話によって大学を社会に開く「コミュニケーションスペース」の動向を
通じて、学習空間から今後の大学像を考える。

山内　祐平 氏（東京大学大学院情報学環准教授）
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大学に求められる「場」とは～学生達の意識の変化から～

1957年生まれ。東京工業大学大学院理工学研究科建築学専攻修士課程修了。
1982年3月株式会社類設計室入社～現在に至る。

 我々類設計室は、常に時代を読み、人々の欠乏を形にする事に専念してきたが、それらを実現する
上で、昨今の学生達の意識の変化に注目している。今、時代は大きな転換点を迎えており、学生達は
新しい「場」を、観念的ではなく、実感を伴う形で模索していると感じる。同じ類グループである
「類塾」における生徒達の様子や、我々の設計実績を交えながら、少しでも参加者の方の参考になる
内容を伝えられればと思っている。

　本学でも学生の学修支援に関して様々な取り組みや環境が用意されている。本年度の指定研究プロ
ジェクト「学生の学修支援環境に関する研究」において、本学の学修支援環境が十分であるか、また機
能しているか検証を進めてきた。プロジェクトでは検証内容を踏まえ、学生、教員が本学の学修支援環
境を体系的に把握するための「学修支援ガイドマップ」の作成を進めている。研究プロジェクトの中間
報告を交え、学生部長という立場から、本学の学生に対する支援の現状と課題について報告する。

土山　惣一郎 氏（株式会社類設計室 取締役・大阪設計室長）

学生の学修支援環境について

1957年生まれ。龍谷大学大学院文学研究科東洋史学博士後期課程単位取得満期退学後、龍谷大学非常勤講師・文学部専任講師・
文学部助教授を経て、現職。教養教育科目担当。研究の専門はモンゴル帝国史。

村岡　倫 氏（龍谷大学 学生部長・文学部教授）

「学びのコミュニティーをデザインする」フォーラム  FAX参加申込書

参加申込方法

氏　名

電話番号

メールアドレス

所　属

参加をご希望の方は、FAX又はメールで
氏名、所属、電話番号、メールアドレスを記入して

12月21日（水）までに
お申し込みください。

FAX （075）-645-2190　　E-mail  fd-ryukoku@ad.ryukoku.ac.jp
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必要
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参加費
無料


